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１ 移住施策に係る計画について 

（１）移住・定住促進プログラム ⇒ ※第 2期地方創生総合戦略へ踏襲 

   伊那市の人口は、平成 19 年をピークに減少に転じ、社人研における人口推計でも、一層の

人口減少が進むものと予想される中、人口減少傾向に歯止めをかけ、効果的で独自性のある施

策を戦略的に展開し、住み慣れた地域で安心して暮らせる社会の実現を図ることを目的に策定。 

  【概要】 

  ア 策  定  平成 25 年 10 月 

  イ 計画期間  前期 平成 26 年度～平成 30 年度 / 後期 令和元年度～令和 5年度 

  ウ 目  標  自然動態 1.60 前後(H18～H22 平均)→2.00（H45） 

          社会動態 転入促進＋転出抑制により、人口推計より年間 120 人の増加 

  エ 施  策  既存施策の充実＋新規重点プロジェクトの展開 

（２）シティプロモーション戦略 ⇒ ※第 2期地方創生総合戦略へ踏襲 

   伊那市が市内外から選ばれるために、生活のあらゆる場面を想定し、市民や都市住民に対し、

多様な媒体を通じて伊那市の魅力を発信することで、「伊那市で暮らしたい」という意識の醸

成と行動を促し、定住の地として選ばれる地域に導く。 

  【概要】 

  ア 策  定  平成 26 年 11 月 

  イ 計画期間  平成 27 年度～令和元年度 

  ウ 目  標  市内 「郷土への誇り」、「愛着心」の向上による定住促進 

          市外 「知名度」「認知度」「好感度」の向上による移住者の獲得 

  エ 施  策  情報発信の強化＋アクションプランの展開 

（３）地方創生総合戦略 

   若い世代の就労、結婚、子育ての希望の実現、東京一極集中の是正、地域課題の解決により、

住みよい環境を確保し、将来にわたって活力ある社会を維持することを目指す。 

  ア 策  定  令和 2年 3月（第 2期計画） 

  イ 計画期間  令和 2年度～令和 6年度 

  ウ 目  標  自然動態 1.44(H22)  →2.07（R27） 

          社会動態 転出超過（H22 -304 人/年）→転入超過(R27 240 人/年) 

  エ 施  策  日本を支えるモデル地域構想の推進  

（４）伊那地域定住自立圏共生ビジョン 

   経済や生活の結びつきが強い近隣自治体との連携を深めながら、「伊那地域定住自立圏」の

形成を進め、将来にわたり地域住民が安心して暮らせる魅力的な地域づくりを目指す。 

  ア 策  定  令和 3年 3月（第 2期計画） 

  イ 計画期間  令和 3年度～令和 7年度 

  ウ 市 町 村  伊那市、箕輪町、南箕輪村 

  エ 主な施策  空き家バンクの連携、子育て支援の連携、行政区域間縦断路線バスの運行等  
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２ 移住・定住施策  

（１）施策の概要 

①移住支援 

   

 

②定住支援  

 

   

  

出 産 祝 い 金     

3 万円から 10 万円 

 

薪・ペレット  

ストーブ補助 いな住まいる補助金 

若者世代の住宅新築

に最大１５０万円を

補助します 

伊那市無料職業案内 

移住希望者と地元企

業を繋ぎます 

最 大 

42 万円 
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いな住まいる支援事業 
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（２）空き家バンク制度 

 ①制度の概要 
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②登録件数及び成約件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊那地域空き家バンク HP（伊那市・箕輪町・南箕輪村） 
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（３）過疎地域定住促進補助金・田舎暮らしモデル地域補助金 

過疎地域…高遠町区域および長谷区域  田舎暮らしモデル地域…新山、長谷溝口、伊那西地区 

区分 交付対象者（全てに該当する者に限る。） 対象事業及び交付額 

住宅新築等

補助金 

(1)若者等又は若者等を配偶者に持つ者並びに中学生以下の子

を持つ者 

(2)対象地域において住宅の新築又は増改築を行い、かつ、対象

地域に住所を有し、定住する意思が認められること。 

(3)自治会に加入し、地域活動に参加する意思が認められること。 

(4)新築又は増改築を行う住宅の所有権を有すること。 

対象地域の住宅の新築又は

増改築のいずれかを行う事

業に要する経費の 10 分の 2

以内を交付する。（150 万円

を限度とする。） 

空き家取得

等補助金 

(1)若者等又は若者等を配偶者に持つ者並びに中学生以下の子

を持つ者 

(2)対象地域の空き家の取得又は増改築を行った後、当該住宅に

住所を有し、定住する意思が認められること。 

(3)自治会に加入し、地域活動に参加する意思が認められること。 

(4)取得又は増改築を行う住宅の所有権を有すること。ただし、増改

築の場合は、賃借権又は使用借権を有する者を含むものとする。 

対象地域の空き家の取得又

は増改築のいずれかを行う

事業に要する経費の10分の

2以内を交付する。(150万円

を限度とする。） 

定住助成金 

(1)若者等又は 45 歳以下の者を含む世帯の代表者 

(2)I ターンまたは U ターンをした者が、対象地域に住所を有した

後、1 年を経過しており定住の意思が認められること。 

(3)自治会に加入し、地域活動に参加する意思が認められること。 

(4)この助成金又は、同種の助成金の交付を受けていないこと。 

(1)1 世帯につき 15 万円 

（U ターン世帯にあっては 10

万円) 

(2)中学生以下の子ども 1 人

につき 2 万円を加算 

(3)単身世帯又は単身者にあ

っては7万円(Uターンした単

身世帯又は単身者にあって

は 5 万円) 

通勤助成金 

(1)対象地域のうち高遠町三義地区、長谷区域及び田舎暮らしモ

デル地域に住所を有し、定住する意思が認められる若者等。 

(2)高遠町区域、長谷区域及び田舎暮らしモデル地域以外の事業

所等に就職し、通勤距離が片道 10 キロメートルを超えていること。 

(3)4 月から翌年 3 月までの 1 年間を通じ、継続して通勤すること。 

片道 10 キロメートルを超える

1 キロメートル(1 キロメートル

未満の端数は、切り捨てる)に

つき、月額300円とし、1月に

つき 5,000 円を限度とする。 

出産祝金 

子どもの出生時に対象地域に住所を有し定住する意思がある保護

者 

※令和 5 年度より市内全域に拡大 

第 1 子 3 万円、第 2 子 5 万

円、第 3子 7万円及び、第 4

子以降 1人につき 10 万円 

廃屋取壊し

事業補助金 

対象地域の廃屋の所有者 対象地域の廃屋を取壊す事

業に要する経費の 10 分の 1

以内(10 万円を限度とする。) 

※若者：15 歳以上 45 歳以下の者 
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（４）田舎暮らしモデル地域  

 

目 的 移住・定住の促進を図るため、その受け皿として高い意欲を有する地域を「田舎暮らしモデル

地域」として指定し、地域、行政、民間事業者などの協働により、移住者に対する受入体制の

整備や生活基盤の確立に向けた支援を行う。 

 

○対象区域  

人口減少及び過疎化の進行が見られ、移住・定住対策に積極的に取り組んでいる区域で、区の単

位を原則とし、複数区にまたがる場合は、各区長を構成員に含む協議組織が設置されていること。 

○指定の要件 

(1) 区又は協議組織の承認が得られていること。 

(2) 移住者からの様々な相談に応じ、助言や指導及び協力ができる人材がいること。 

(3) 地域活動において、地域住民及び移住者がともに活動できる体制が整備されていること。 

(4) 地域住民自らの企画・運営により、都市との交流を目的とした事業や地域課題の解決に向け

た事業を実施する意思があること。 

○移住者の役割 

 (1) 積極的に地域活動に参画し、地域貢献を行うこと。 

(2) 自らの田舎暮らしに係る情報を発信すること。 

○地域住民の役割 

 (1) 移住者の積極的な受入れを図ること。 

(2) 都市住民との交流促進や地域課題の解決を図ること。 

 ○指定期間 

 10 年間 

 ○指定地域 

  【新山地域】  240 世帯  621 人 （平成 27 年 4月 1 日～令和 7年 3月 31 日） 

※H28 に長野県の移住モデル地域にも指定（R2更新） 

 【長谷溝口区】 150 世帯  383 人 （平成 28 年 4 月 1 日～令和 8年 3月 31 日） 

  【伊那西地区】 460 世帯 1,114 人 （令和 3年 7月 1日～令和 13 年 3 月 31 日） 

○支援策 

  【住民】（過疎地域と同率・同額）  ※出産祝い金以外は 45 歳以下の者が対象 

   ・住宅新築増改築補助金 事業費の 10 分の 2、最大 150 万円 

   ・住宅取得補助金    事業費の 10 分の 2、最大 150 万円 

   ・定住助成金      1 世帯 10～15 万円＋2万円×中学生以下子供（単身 5～7万円） 

   ・通勤助成金  10 ㎞以上 300 円/km・月、最大 5千円/月 

   ・出産祝金   第 1 子 3万円、第 2子 5万円、第 3子 7万円および第 4子以降 10万円 

               ※令和 5年度より市内全域に拡大  

 【団体】   ・区または協議会への交付金  50 万円／年  
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（５）田舎暮らしモデルハウス(短期の移住体験施設)  
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（６）移住体験住宅（中期の移住体験施設） 

移住・定住の促進及び関係人口の増加による地域活性化を図るため、移住希望者に一定期間伊那市

での生活を体験いただく伊那市移住体験住宅を提供します。 

〇施設名  移住体験住宅 1 号、2 号（伊那市山寺 2545 番地 9、10） 

〇面 積  各 37.27 ㎡（1ＤＫ） 

〇使用料  25,000 円（最長 1 か月） 光熱水費込み  

      ※別途、シーツのクリーニング代、冬季の灯油代 

〇設 備  家電、布団、自転車、ケーブルテレビ、Wi‐Fi 完備 

〇特 徴  中心市街地まで徒歩 10 分。市街地循環バスや鉄道の駅にも近く車が無くても生活可能。 

 

〇施設名  移住体験住宅 3 号、4 号（伊那市高遠町西高遠 486 番地 2） 

〇面 積  各 61.56 ㎡（3ＤＫ） 

〇使用料  30,000 円（最長 1 か月） 光熱水費込み              

※別途、シーツのクリーニング代、冬季の灯油代 

〇設 備  家電、布団、自転車、ケーブルテレビ、Wi‐Fi 完備 

〇特 徴  スーパー、コンビニまで徒歩 10 分。JR バス（高遠駅）も近く便利。 

 

 

（７）移住準備仮住戸（移住準備の住宅支援） 

伊那市への移住・定住をご検討されている方へ住まい確保や就職のための第1歩として、市営住宅を

移住・定住準備のための仮住宅として 6 カ月間家賃を半額で提供します（仮住宅入居期間は原則として

１年です）。 

〇主な物件                     

 

 

 

 

 

 

 

小原北住宅                ハイツ瀬戸                 中島団地 

（伊那市高遠町小原593番地1）   （伊那市高遠町小原999番地1）  （伊那市長谷溝口790番地5ほか） 

〇入居要件 

(1)所得要件 前年度の所得が 104,001 円（1 カ月あたり）以上の世帯 

          ただし、市長が特に認める場合はこの限りではない。 

(2)住所要件 伊那市外に住所を有し、移住後当該地に住所を移せる者 

(3)世帯要件 同居する親族がある世帯（世帯主が 45 歳以下の夫婦又は中学生以下の子どもがいる世帯） 

(4)居住期間 原則 6 か月      (5)敷金 徴収しない 
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(6)家賃 入居する住戸により 月額15,000円から20,000円 （ハイツ瀬戸は共益費 月額1,000円別途） 

(7)納入時期 前月末日まで     (8)退去修繕 入居者負担（畳の表替え、ハウスクリーニングなど）  

(9)居住要件 地域の自治会に加入し、地域活動に参加できる者 

(10)完納証明 前住所地で税などの滞納がない者 

(11)保証人 1 名（3 親等以内の親族、住所は限定しない） 

〇その他 

・家電などは設置されていません。   ・住宅にかかる光熱水費は入居者負担となります。 

・駐車場は 1台分を用意。        ・犬、猫などのペットの飼育はできません。 

 

 

（８）移住準備住宅 

 伊那市への移住・定住をご検討されている方で、主に伊那小学校・伊那西小学校への通学を希望する

世帯を対象に、移住準備住宅を提供します。 

〇入居資格 

(1)住所要件 伊那市外に住所を有し、移住後当該地に住所を移せる者 

(2)世帯要件 世帯主が 45 歳以下又は配偶者が 45 歳以下若しくは小学生以下の子がいる世帯であること 

(3)居住期間 原則 1年以内（やむを得ない事情等により、最長２年以内） 

(4)使用料   ますみヶ丘（A棟・B 棟）月額 15,000 円 

山寺（C棟・D 棟）月額 20,000 円 

長谷（E 棟）月額 15,000 円 

           ※ 別途、光熱水費等は使用者負担 

(5)居住要件 地域の自治会に加入し、地域活動に参加できる者 

 

（９）子育て住まいる（市営住宅の子育て支援） 

平成 28年 4 月から、子育て世代の世帯を対象に、伊那市高遠町および長谷地区にある市営住宅（中

堅所得者層向け住宅）へ入居しやすく入居要件を緩和しました。また、入居後は家賃を軽減し、経済的な

支援も行っています。 

 

 

 

 

 

 

ハイツ小原南                           非持定住促進住宅 

（高遠城址公園まで車で約 3分）         （道の駅南アルプスむら長谷に隣接） 

 

 

 

http://www.inacity.jp/kurashi/sumai/housing_hase.html
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〇入居資格の所得基準額の引き下げ 

現在、入居を希望する世帯の人数により所得基準を決めていますが、入居する人数にかかわらず、世帯全員

の前年の合計所得が 1,476,000 円を超えていることとします。 

対 象  中学生以下のお子さんのいる世帯、または入居者と同居者のいずれもが 40歳未満の世帯 

 

〇家賃の軽減 

対 象  中学生以下のお子さんのいる世帯 

家賃軽減額  通常の月額家賃を 2割軽減します。 

軽 減 期 間  以下の（1）か（2）のどちらか短い期間とします。 

（1）令和 6年 3月まで 

（2）末子が中学校を卒業するまで 

〇その他 

すでに該当する住宅に入居している夫婦のみの世帯にお子さんの出生があった場合も家賃軽減の対

象となりますので、異動届を提出してください。（異動届の提出があった翌月から軽減します。） 

 

（１０）結婚支援 

伊那市は行政が行う結婚相談窓口として「いなし出会いサポートセンター」を設置し、２名の専門相談員を配

置し、結婚相談や縁結びの支援を行っています。 

また、結婚に伴い新たな生活を始める世帯の経済的な不安を軽減し、若い世代の定住促進と少子化対策の

強化を図るため、結婚に伴う住居費やリフォーム費用、引越費用の一部を支援しています。 

 

〇出会いサポートセンター 

対    象   伊那市にお住まい（住民票がある方）または勤務する 20 歳以上の独身者 

市外在住者であっても結婚後、伊那市に定住する意思のある 20 歳以上の独身者 

  登 録 料   無料 

開所日時    火曜日・木曜日 午前 10 時から午後 4時まで   土曜日 午前 9時から午後 5時まで 

（いずれも祝日及び 12 月 29 日から 1 月 3 日を除く） 

場    所   いなし出会いサポートセンター（伊那図書館 1階） 

 

〇結婚新生活支援事業 

対象となる費用   

１．住宅取得または建築工事に要した費用 

２．住宅の賃借に要した費用（賃料、共益費、敷金、礼金、保証金、仲介手数料） 

３．住宅のリフォーム工事に要した費用 

４．引越に要した費用（引越事業者や運送事業者に支払った費用） 

補 助 額 

１．夫婦ともに 29 歳以下の世帯 最大 60 万円 

２．夫婦ともに 39 歳以下の世帯 最大 30 万円 



-15- 
 

 

 

 

 

（１１）集落支援員・地域おこし協力隊 

●集落支援員 

●地域おこし協力隊 
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地域おこし協力隊【１９名】         （令和５年３月末までに２１名が卒業し２０名が定住） 

ミッション名 業務概要 氏 名 主な活動内容 

長谷農業再生応援隊 

 

【長谷】 

（R2.4.1～） 

長谷地域の農産物の

６次産業化に向けた

検討や新たな特産物

等の研究・開発、情報

発信 

 

 

 

 

 

宮川 沙加 

・長谷地域の農産物の生産・加工・販売

（６次産業化にむけての検討） 

・長谷地域の農産物の新たな特産物等の

研究開発 

・長谷地域農産物の宣伝・情報発信 

子どもの学び応援隊 

 

【市内全域】 

（R3.1.1～） 

情報化社会を見据え

た学校における ICT、

IoTスキルの向上や人

材育成、児童生徒の情

報活用能力育成支援 

 

 

 

 

 

浅利 芙美 

・小中学校におけるＩＣＴ・ＩｏＴを活

用した教育の支援及び研修の実施 

・教育関係機関や企業等との連携した授

業のコーディネート 

・教員のＩＣＴ活用スキル向上支援 

・学びを通じた学校や地域等の魅力発信 

伊那西地域 

応援サポーター 

【伊那西】 

（R3.4.1～） 

伊那西地域・伊那西小

学校と連携した移住

定住の促進、空き家の

活用や地域の魅力発

信 

 

 

 

 

 

 

石田 健佑 

・伊那西区を考える会や地元自治会、伊

那西小学校等との連携による地域活性

化の活動 

・移住準備住宅や空き家等の活用 

・伊那西地域の魅力発信 

スポーツ 

健幸プロジェクト 

【市内全域】 

（R3.4.1～） 

スポーツの習慣づく

りや人と地域をつな

げる相談・コーディネ

ート、総合型地域スポ

ーツクラブと連携し

た活動など 

 

 

 

 

 

小西 徹 

・スポーツの習慣づくりや人と地域をつ

なげる相談・コーディネート 

・スポーツ人材バンクの構築や人材バン

クを活用した地域スポーツ活動支援 

・市民や移住希望者に向けた、地域スポ

ーツの発信 

伊那 

あそびクリエイター 

【市内全域】 

（R3.4.1～） 

アクティビティ・体験

施設等の横断的魅力

創出やブランディン

グによる相乗的な誘

客、観光プログラムの

企画・実施 

 

 

 

 

 

石井 基裕 

・アクティビティ・体験施設等の横断的

創出による魅力創出や相乗的な誘客 

・「伊那であそぶ」「伊那の街 まるごと

遊園地」といった魅力創出 

・アクティビティ・体験施設を目的地と

する観光プログラムの企画及び実施 

城下町高遠 

コンシェルジュ 

【高遠】 

（R3.4.1～） 

町全体への宿泊機能

の構築や新たな観光

資源を加えた城下町

のテーマパーク化、観

光名所となる城下町

づくり 

 

 

 

 

 

吉澤 佑佳 

・宿泊（既存宿泊施設の活用）、飲食

店、商店街など、点を線で結んだ「町

全体にホテル」機能を構成 

・石仏、史跡旧跡に新たな観光資源を加

えた、終日楽しめる城下町のテーマパ

ーク化の実現 

みはらしファーム農の魅

力開発プロジェクト 

（R3.5.1～） 

みはらしファームで

の農業を通じた魅力

発信や農家と連携し

た栽培技の術習得、体

験農園プログラムの

開発・運営への参画 

 

 

 

 

 

久田 拓弥 

・みはらしファームの体験農園の管理へ

の参加、栽培技術の習得 

・「学び」の要素を取り入れた体験農園

への取組 

・観光農園経営に向けた取組 

・地元農家との連携を図る取組 

みはらしファーム食の魅

力開発プロジェクト 

（R3.5.1～） 

みはらしファームの

農産物を活用した新

商品の開発や地元農

産加工品のＰＲ・販

売、加工施設の経営へ

の参画 

 

 

 

 

 

和泉  翼 

・みはらしファームの農産物加工施設の

新商品開発 

・農産物加工施設の商品の PR 及び販売

促進、経営安定に向けた取組 

・みはらしファームの生産者との連携に

よる計画的生産加工への取組 
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ミッション名 業務概要 氏 名 主な活動内容 

南アルプス山と人の 

コミュニケーター 

【高遠町・長谷地区】 

（R4.4.1～） 

 

 

SNS 等を活用した、南

アルプスの魅力や情

報発信、関連グッズな

どの商品開発・販売、

ジオパークエリア内

の関係者との連携に

よる活動の推進       

 

 

 

 

 

隈 本
くまもと

 由
ゆう

夏
か

 

・ホームページや SNS 等を活用した南ア

ルプスの成り立ちや魅力等の情報発信 

・南アルプスの関連グッズ、コラボ商品

の開発、販売 

・ジオパークの関係者との連携、活動の

推進 など 

伊那市教育の魅力発信 

【市内全域】 

（R4.4.1～） 

 

 

授業や行事など学校

教育活動におけるオ

ンライン配信補助や

小中学校 HP の充実、

ICT 活用教育の支援、

教育イベントの企画・

運営、学校教育活動の

情報発信 

 

 

 

 

 

原田
はらだ

 伸太郎
しんたろう

 

・授業や行事などの学校教育活動におけ

るオンライン配信補助 

・各小学校等のホームページの充実 

・学校における ICT 活動教育の支援 な

ど 

伊那谷サステイナブル農

業推進隊 

【市内全域】 

（R4.4.1～） 

 

 

長谷地域を核とした

サステイナブル農業

の推進や販路の確保、

原料の生産振興、農あ

る暮らしの実現によ

る移住定住促進、産品

の流通と人流による

地域振興 

 

 

 

 

 

村 中
むらなか

 ひとみ 

・長谷地域を核としたサステイナブルな

農業への取組 

・販路の確保や原料商品の生産振興 

・長谷地域における農ある暮らしの推進 

など 

農家民泊デザイナー 

【市内全域】 

（R4.4.1～） 

 

 

観光協会と協働し体

験型教育旅行事業の

PRや受入実施、受入農

家間の交流促進や掘

起しと開業支援、個人

利用プランや農業体

験プランの企画・実施 

 

 

 

 

 

篠
しの

﨑
ざき

 希
のぞみ

 

・体験型教育旅行事業の PR、受入れ実施 

・受け入れ農家間の交流促進 

・一般利用者向け農家民泊個人利用プラ

ンや農業体験プランの企画・実施 な

ど 

50 年の森林まるごと 

マッチング 

プロジェクト 

【市内全域】 

（R4.5.1～） 

 

50 年の森林ビジョン

実行計画に基づき、林

業事業体や工務店等

の地域材活用マッチ

ング・販路開拓による

地域材の利用促進       

 

 

橋 本
はしもと

 圭
けい

太
た

 

・地域の林業・木材産業の振興 

・林業事業体との連携による森林所有者

への活用意向調査の実施 

・林業事業体や製材業者、工務店等地域

材活用マッチングや地域材の利用促進

など 

伊那谷農林産物    

イノベーター 

【市内全域】 

（R5.1.1～） 

伊那谷地域の農林産

物を有効活用した商

品開発や高品質な農

林産物もPR、ブランド

化推進 

 

 

 

 

 

佃
つくだ

 夏子
なつこ

 

・農林産物を有効活用した新たな商品の

開発 

・農林産物の PR、ブランド化推進 

・未利用農林産物の活用による価値の創

造 

新山地域応援サポーター 

【新山地域】 

（R5.4.1） 

新山地域応援事業の

推進や、田舎暮らしモ

デル地域事業の支援、

地元や保育園、学校と

の連携による地域活

性化 

 

 

 

 

 

吉田
よしだ

 百花
ももか

 

・田舎暮らしモデル地域の支援や移住・

定住の支援 

・地元や保育園、小学校等との連携によ

る地域活性化に向けた活動 

・田舎暮らしモデルハウスの活用や管理 
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ミッション名 業務概要 氏 名 主な活動内容 

つながり人口      

クリエイター 

【市内全域】 

（R5.4.1） 

ふるさとワーキング

ホリデーの推進・効果

検証や、若者と地域の

接点づくり地域への

愛着醸成支援 

 

 

 

 

 

 

朴
ぱく

 南 淳
なむすん

 

・ふるさとワーキングホリデー推進及び

効果検証 

・若者と地域との接点づくりによる地域

への愛着醸成支援 

・若者と地元企業を繋ぐ機会の創出や魅

力発信 

伊那から減らそう CO₂促進 

【市内全域】 

（R5.4.1） 

市民に向けた脱炭素

の取り組み促進や、二

酸化炭素排出削減に

向けた情報発信 

 

 

 

 

 

 

堤
つつみ

 耀子
ようこ

 

・中小企業を中心に事業者の脱炭素の取

り組み促進 

・市民に向けた脱炭素の取り組み促進 

・二酸化炭素排出削減に向けた各種情報

発信 

信州そば№1 プロジェクト

コミュニケーションデザ

イナー 

【市内全域】 

（R5.4.1） 

信州そば№1プロジェ

クトの推進や事業者・

各団体との連携を深

めた、そばの普及活

動・情報発信 

 

 

 

 

 

 

川井
かわい

 涼 子
りょうこ

 

・「信州そば№1プロジェクト」を踏まえ

た伊那のそばに関わる事業者や団体の

連携を深めたプロジェクト推進 

・伊那のそばを活用した起業に向けての

活動 

古文書のデジタル化  

及び活用 

【市内全域】 

 （R5.4.1） 

市内に保存されてい

る古文書等の整理収

集やデジタル化及び

解読、伊那市の歴史や

文化の魅力発信 

 

 

 

 

 

 

前田
まえだ

 和 弘
かずひろ

 

・市内に保存されている古文書等の整理

収集やデジタル化解読 

・整理済の古文書の公開、閲覧の対応 

・デジタル化した資料を活用したイベン

ト、講座等の企画、実施 
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集落支援員【１２名】 

ミッション名 業務概要 氏 名 活動内容 

交通・物流 

コラボレーター 

（H31.4.1～） 

新産業技術を活用した交通・

物流のボランティアネット

ワークと物流の仕組づくり 

  

 

 

 

 

伊藤
いとう

 小百合
さ ゆ り

 

・ドローン物流事業化に関する支援 

・ICT の活用・普及に向けた支援 

・AI 最適運行･自動配車サービス事業化に

関する支援 

・その他新産業技術による集落支援 

仕事と住まいの 

コーディネータ 

（R3.4.1～） 

現状分析による具体的な政

策展開 

空き家の利活用の促進 

空き家バンク制度の推進 

 

 

 

 

 

 

小淵
こぶち

 幸
ゆき

輝
てる

 

・現状分析による具体的な人口増加に向

けた政策展開 

・空き家バンク情報発信及び案内 

・不動産業者との連絡調整 

・空き家利用希望者との連絡調整 

行政サービス支援員 

 

（R3.12.1～） 

 

 

モバイル市役所を活用し、

市民に寄り添いなが行政手

続等の案内やサポートを行

う 

 

 

 

 

 

兼子
かねこ

 はるみ 

・オンラインによる行政手続等の案内や

サポート 

・選挙時の移動期日前投票所の開設支援 

・マイナンバーカードの普及促進活動   

・その他新産業技術による集落支援 

移住・定住 

コーディネータ 

 

（R4.4.1～） 

 

 

移住・定住に向けた総合的な

相談、セミナー・イベント等

の開催や情報発信 

地域おこし協力隊のマネジ

メント 

 

 

 

 

藤井
ふじい

 香織
かおり

  

・田舎暮らしモデル地域との連携 

・移住・定住相談 

・移住・定住セミナー等の企画、実施 

・地域おこし協力隊員の活動状況把握、協

力体制の構築 など 

ワーケーションリー

ダー 

 

（R4.4.1～） 

 

 

ワーケーションの推進 

テレワークや二地域居住な

ど新たな働き方の提案 

地元企業との連携による求

人情報収集 

 

 

 

 

工藤
くどう

 あずさ 

・テレワーク（サードオフィスやワーケ

ーションなど）や二地域居住など、新

たな働き方の提案・マッチング 

・ワーケーションコンテンツの構築 

・モバイルオフィスの運用支援 

行政サービス支援員  

 

（R4.4.1～） 

 

 

モバイル公民館を活用し、高

齢者や外出機会が少ない方

の交流機会を創出し、地域福

祉の増進を図る。 

 

 

 

 

宮 下
みやした

 智美
ともみ

 

・モバイル公民館開設に向けた調整・企画 

・その他新産業技術による集落支援 

長谷地域農業連携支

援員 

 

（R4.4.1～） 

 

 

長谷地域の農業と直売所、小

中学校との連携及び外部人

材の活用による地域振興 

長谷さんさん協議会の事務

局運営や営農組合と連携調

整 

 

 

 

 

羽場
は ば

 友
ゆ

理
り

枝
え

 

・長谷地域の農業と直売所、小中学校との

連携および外部人材の活用 

・長谷さんさん協議会事務局 

・営農組合と道の駅直売所との連携調整 

・農業関係交付金の申請補助 
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ミッション名 業務概要 氏 名 活動内容 

逃げ遅れゼロを  

目指す地域づくり

支援員 

（R4.7.1～） 

地域の災害実情に応じた集

落の維持・支援や地域自主防

災組織との連携による地域

支援 

 

 

 

 

 

平 岩
ひらいわ

 なつみ 

・集落の状況調査及び点検 

・特に支援が必要な人について、個別避難

計画作成におけるサポート 

・要支援者と地域等との結び付け支援 

デジタルローカル 

デザイナー 

（R4.11.1～） 

住民の情報リテラシーの把

握、検証やオープンデータ

の活用による行政サービス

の改善や市民サービスに支

援 

 

 

 

 

 

 

諸田
もろた

 和 幸
かずゆき

 

・市民の情報リテラシーの現状把握によ

る工場施策の考案・実施 

・デジタル行政サービスツールの運用・

改善 

・オープンデータ利活用による市民サー

ビスの支援 

 

地域ブランド推進 

デザイナー 

 

（R5.4.1～） 

 

 

市内の観光や文化などの魅

力あるコンテンツを集約

し、地域ブランドのコンセ

プト形成、推進 

 

 

 

 

 

髙
たか

橋
はし

 隆
たか

文
ふみ

 

・市内の観光や文化などのコンテンツ集

約及び関係機関との連携 

・地域ブランドのコンセプトの形成、推進 

・郷土愛や地域住民の一体感の醸成に関

連したセミナー等の開催やイベント等

への参加 

 

観光 MaaS 推進  

ディレクター 

 

（R5.4.1～） 

 

 

観光型 MaaS のサービス構築

のために、観光関係者等との

連携や地域住民、地元企業等

への情報収集 

 

 

 

 

 

 

平 山
ひらやま

 雄
ゆう

貴
き

 

・観光型 MaaS のサービス構築 

・観光関係者との連携（交通、商店、旅館

など）による魅力創出 

・地元企業との連携による求人等の情報

収集 

教育移住支援員 

 

（R5.4.1～） 

 

 

教育移住に対応した学校見

学や相談、学校と地域との連

携、支援 

 

 

 

 

 

 

原
はら

 正 彦
まさひこ

 

・小学校の見学、相談の対応 

・教育のマッチングやフォロー 

・小学校の最新情報の発信 

・学校や地域との連携 

 

こころむすび 

促進リーダー 

 

(R5.7.1～) 

 

「こころむすび」の活用、普

及促進、地域住民及び関係団

体、企業等との連携、データ

利活用の検討及びシェアリ

ングエコノミー意識の醸成 

 

 

 

 

伊藤
いとう

 くみ子
く み こ

 

・「こころむすび」の活用、普及促進 

・情報発信及び活用体験機会当の創出 

・「こころむすび」における現状把握及び

サービス改善 

・データ利活用の検討及びシェアリング

エコノミー意識の醸成 
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３ 情報発信について 

（１）プロモーション動画・テレビ番組 

○プロモーション動画  「イーナ・ムービーズ ～なつかしい未来～」（四季編・そば編・森編） 

 

 

 

 

 

 

 

                                     森編：森のこえ 

○テレビ東京                          〇日本テレビ  “ZIP！” 

「旅スルおつかれさま ～ハーフタイムツアーズ～」   「飯尾和樹の妄想移住ファイル」 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本テレビ “世界一受けたい授業”     ○日本テレビ “ヒルナンデス” 

「人気移住地市町村ランキング」        「移住のホンネ」 

 

（２）雑誌広告掲載 

  

 

 

 

 

田
舎
暮
ら
し
の
本 

ハ
イ
ウ
ェ
イ
マ
ッ
プ 
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（３）移住セミナー 

  目的: 市の魅力発信及び市内で開催する移住体験ツアーへの誘導 

  ○国、県、民間団体等との連携 

    

 

 

 

 

 

  

        「いなスタ ～いなか暮らしスタイル～」（大阪） 

溝口未来プロジェクト(田舎暮らしモデル地区)           「ふるさと回帰フェア」（東京） 

                             第 2・第 3保育園と地域の未来を考える会 

 ○上伊那広域連合との連携                  

     

        移住セミナーへの共同出出展          オリジナルブックカバー 

          （ふるさと回帰フェア）            （都内書店で配布） 

  

  ○市単独セミナー 
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（４）移住体験ツアー 

    目的: 市内への移住・定                         

 

 

 

 

↑ 給食の試食 

 

授業参観 → 

 

 

 

 

赤石商店 

 

 

 

              

 

 

 

 

野人さん宅 

 

 

 

  

 

     ↑座談会 

 

       ↓ 壁塗り体験 → 

 

   

伊那小学校 

← パパママ座談会

伊那小学校 
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（５）オンライン移住セミナー・移住ツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊那市の取組みが「農業白書」に掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 4 年度実績】 

・市単独移住セミナー、体験ツアー 36 回開催 461 名参加（R3 年度 28 回開催 756 名参加） 

・相談会、イベント等          8 回開催  184 名参加（R3 年度  19 回開催 489 名参加） 
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（６）ＳⅯОＵＴ 

【SMOUT 移住アワード ４年連続 TOP３】 

ＳＵＭＯＵＴは、株式会社カヤックが運営する移住・関係人口促進のためのマッチングサービ

ス。地域の人（自治体、事業者、個人など）が、地域に興味のある人を募集し直接スカウトするこ

とができる「スカウト型」の機能が特徴的な情報サイト。 

本市ではコロナ禍以降、地域の魅力発信や移住・定住の情報発信の柱として、このサイトを活用

し、オンライン相談やセミナー、体験ツアー、地域おこし協力隊の募集など幅広く活用。 

本市を含む国内外の約 900 地域が登録し、44,000 人のユーザーが利用。移住希望者や田舎暮らし

検討者等の間では、広く知られた情報サイトとなっている。 

【2022 年度 総合結果発表】約 4 万 4 千人のユーザーから興味を集めた人気移住地域ランキング『SMOUT 移住アワード 2022』

約 900 地域から選ばれたのは【市区町村部門】1 位 長野県伊那市、2 位 滋賀県長浜市、3 位 兵庫県豊岡市 

(株)カヤック(本社：神奈川県鎌倉市、代表取締役 CEO：柳澤大輔)は、自社が運営する移住・関係人口促進のためのマッチングサービ

ス「SMOUT」に登録する一般ユーザー約 4 万 4 千人が 2022 年度で興味を示したプロジェクトから、上位にランクインした 30 地域

を『SMOUT 移住アワード 2022』として発表します。 

 

〈SMOUT 移住アワード 2021〉         〈SMOUT 移住アワード 2020〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



-26- 
 

 

 

 

 

（７）移住定住ガイドブック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             移住ガイド編集 

                             チームメンバー 
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（８）地方創生アルカディア地方創生推進交付金事業 

地方創生推進交付金を活用した「地方創生アルカディア構想」戦略的シティープロモーショ

ン事業の一環として、KＤＤＩ株式会社とともに制作。 

○伊那市 MR スクエア 

地域資源のローカルブランディングと、VR（仮想現実）や AR（拡張現実）、そして MR（複合現実）

の技術等を活用し、リアルとバーチャルを組み合わせて、移住定住に関する情報を集約した WEB 上

の仮想空間。 

日ごろ移住定住相談窓口で、移住希望者等から問い合わせの多い内容を中心に情報を集約する

とともに、テクノロジーをいかして移住希望者等に訴求力のあるみせ方としている。また、スマ

ートフォンやパソコンなど端末に依存せず、いつでもどこでも手軽にアクセスできるため、欲し

い時に必要な情報を得ることができます。 

 

 

 

 

 

 

伊那 MR スクエアへのアクセス方法 

 

 

下記、URL からアクセスすることができます。 

伊那 MR スクエア https://ina-mrsquare.jp/ 

 

○AR 高遠探訪「イーナクエスト」 

AR 技術で自宅から伊那市に行ける体験や経験を見たり、文化に触れるとともに、実際に伊那

市を訪れた際は、アプリを活用して町を周遊することで、伊那の人々と触れ合うなかで、再び

訪れたいと思う「記憶に残る旅」を目指す。 

（１）スマートフォンのアプリケーションにより、高遠町の歴史・文化など 10 か所のポイント

を周遊 

（２）アトラクションの中に XRDoor や 360 度動画などの AR 技術を活用 

（３）自宅に居ながら、高遠城址公園の桜や石仏など、実際に伊那市を訪れたような体験ができ

るメニューを用意 

（４）獲得ポイントに応じて、高遠町商店街や高遠そば組合の各店舗で割引利用できる特典を設

け、街への誘導や地元の人との交流を促進 

（５）移住・定住に関する情報や観光情報などのコンテンツも掲載 

 

 

 

 

 

 

ご利用には、XRコンテンツ再生アプリ「SATCH X」 

（無料）のダウンロードが必要になります。 

詳しくは、「AR高遠探訪」で検索ください。 

https://ina-mrsquare.jp/
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（９）地域の教科書（市内８６区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民ホール(市民課前) 
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４ 移住施策の効果 

（１）移住相談件数 

 

 
※R1 から空き家バンクの運用方法を変更 

 

（２）施策別移住者数 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

件数 226 246 362 529 660 500 412 480 781

226 246
362

529
660

500 412 480

781

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

年度別移住相談件数

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

人数 85 82 108 131 107 109 163 244

組数 37 40 42 60 56 50 69 104

85 82
108

131
107 109

163

244
37 40 42

60 56
50

69

104

0

20

40

60

80

100

120

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200
220
240
260

年度別移住者数（人） （世帯） 
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（３）人口・世帯数、転入・転出者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道・

東北

関東・甲

信越

中部・北

陸
近畿

中国・四

国・九州
国外 県内 郡内

R1 2 29 3 5 2 0 9 6

R2 1 21 7 8 3 0 4 6

R3 1 35 12 5 4 1 8 3

R4 2 45 12 16 6 2 11 10

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
50

転入元別移住世帯数

（世帯） 

※各年 4 月 1 日現在 

移住相

談窓口

空き家

バンク

市営住

宅

田舎暮

らしモ

デル地

域

田舎暮

らしモ

デルハ

ウス

過疎地

域補助

金

地域お

こし協

力隊

新規就

農

R1 44 12 9 3 5 5 8 1

R2 40 12 8 2 6 2 6 0

R3 40 22 6 3 9 10 6 4

R4 71 30 12 8 21 7 13 2

0

10

20

30

40

50

60

70

80

施策別移住世帯数

20代以

下
30代 40代 50代 60代

70代以

上

R1 6 19 14 9 5 3

R2 10 18 13 5 4 0

R3 10 26 16 6 9 2

R4 12 37 42 7 5 1

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

年代別（世帯主）移住世帯数
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（３）人口・世帯、転入・転出者の推移 

 

 

  

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

転入（男） 1,156 1,231 1,180 1,181 1,207 1,222 1,125 1,084 1,152 1,231

転入（女） 1,107 1,104 1,067 1,080 1,077 1,101 1,032 993 1,011 1,170

転出（男） (1,240) (1,204) (1,169) (1,275) (1,175) (1,211) (1,217) (1,185) (1,231) (1,222)

転出（女） (1,216) (1,160) (1,195) (1,131) (1,095) (1,137) (1,162) (1,071) (1,103) (1,094)

社会動態計 (193) (29) (117) (145) 14 (25) (222) (179) (171) 85

-1,216 -1,160 -1,195 -1,131 -1,095 -1,137 -1,162 -1,071 -1,103 -1,094 

-1,240 -1,204 -1,169 -1,275 -1,175 -1,211 -1,217 -1,185 -1,231 -1,222 

1,107 1,104 1,067 1,080 1,077 1,101 1,032 993 1,011 1,170 

1,156 1,231 1,180 1,181 1,207 1,222 1,125 1,084 1,152 
1,231 

-193 -29 -117 -145 14 -25 -222 -179 -171 85 
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(1,000)
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0
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1,000
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2,000
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71,133 70,579 70,074 69,594 69,297 68,773 68,419 68,020 67,442 66,863 66,261 
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0
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伊那市の概要 

 

伊那市は、平成１８年３月３１日に伊那市・高遠町・長谷村が合併して新「伊那市」として誕

生しました。 

長野県の南部に位置し、南東側は南アルプスを境に山梨県と静岡県に接し、西側は中央アルプ

スを境に木曽地域に接しています。市域は６６７．９３ｋ㎡で、松本市、長野市に次いで県下３

番目の面積であり、その市域に、南アルプスと中央アルプスの２つのアルプスがそびえていま

す。２つのアルプスに抱かれた中央部には、標高約６００ｍの伊那盆地が開け、天竜川や三峰

川、その支流を合わせて南下し、扇状地や河岸段丘が形成されており、その上段からは広大なパ

ノラマが展開しています。 

また、東部に南アルプス国立公園、三峰川水系県立公園を、西部に中央アルプス県立公園を有

し、自然に恵まれた地域となっています。 

気候は内陸的で、年間平均気温が約１１℃、年間の日照時間も長く、冷涼で住みよい環境にあ

ります。 

市の交通は、市の中央をＪＲ飯田線が走り、中央本線・東海道本線に連絡しています。道路で

は、平成１８年２月に「権兵衛トンネル」が開通した国道３６１号を始め、国道１５２号、１５

３号及び県道が縦横に走り、東西・南北が結ばれ、交通の要衝となっています。また、西部には

中央自動車道が南北に走り、伊那ＩＣに加え平成２９年９月には小黒川ＰＡにスマートＩＣが開

通しました。首都圏及び中京圏からもほぼ等距離にあり、位置的にも恵まれた地域です。 

近年、食料品・機械器具・電子部品などの製造業が発展し、商業は上伊那地域の中心として成

長しています。また、農業は恵まれた広大な農地を利用した伊那米や、野菜・花き・畜産の総合

産地となっています。 

上伊那地域の政治、文化、教育、経済、交通の中心地として、「未来を織りなす創造と循環のま

ち」伊那市のさらなる発展をめざしています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

総面積 ６６７．９３ｋ㎡ 

広ぼう 東西３７．２ｋｍ 南北４４．７ｋｍ 

最高地 ３，０５２ｍ（塩見岳東峰山頂） 

最低地 ５９０ｍ（東春近田原） 

人口 ６５，６４７人 

人口密度 ９９．７／ｋ㎡ 

世帯数 ２８，４２６世帯 

市役所への最遠地区 高遠町 藤沢古屋敷 ２０ｋｍ 

高遠町区域 

長谷区域 

伊那区域 

 市役所 北緯 35°49′ 

東経 137°57′ 

※人口・世帯：令和５年７月１日現在住

民基本台帳 


